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みやざき農商工連携応援ファンド事業 

第

７
回 

新しい食品表示基準への 
対応と、実務上のポイント 

セ ミ ナ ー 

川合 裕之 氏 株式会社 ラベルバンク 代表取締役 

セ ミ ナ ー 

宮崎県農業連携推進課(食の安全推進担当) 

16:05～17:00 13:45～15:55 

 ポテンシャルの高い本県フードの付加価値を更に高めるため、商品

のコンセプトづくりやブランドづくりをデザインの面から学ぶセミ

ナーです。 

 平成28年１月から平成２９年７月まで延べ14回程度の開催を予定

しており、デザインのみならず知的財産、食品表示、容器包装等も

含む幅広い内容となります。 

 商品力アップを目指しているデザイナー・食品関連企業・農業者等

の皆様に是非受講していただきたいと考えています。 

 第８回目以降のセミナー等につきましては、決まり次第案内を行い

ます。 

セミナー会場 

※駐車場に限りがありますので、できるかぎり乗り合い、 
 または公共交通機関をご利用ください。 

「食のデザイン塾」とは 

食の 

デザイン塾 
商 品 コ ン セ プ ト の 考 え 方 や ブ ラ ン ド 開 発 と デ ザ イ ン 

1 3 : 3 0～ 1 7 : 0 0 
宮崎県工業技術センター 
大研修室 

平成28年 

(金) １０/１４ 

宮崎県中小企業団体中央会／一般社団法人宮崎県商工会議所連合会／宮崎県商工会連合会／宮崎県食品産業協議会／公益社団法人宮崎県農業振興公社／公益社団法人宮崎
県物産貿易振興センター／公益財団法人みやざき観光コンベンション協会／ＮＨＫ宮崎放送局／ＭＲＴ宮崎放送／ＵＭＫテレビ宮崎／株式会社エフエム宮崎／商工中金宮
崎支店／株式会社宮崎銀行／株式会社宮崎太陽銀行／朝日新聞社／毎日新聞社／読売新聞西部本社／西日本新聞社／日本経済新聞社宮崎支局／宮崎日日新聞社／夕刊デイ
リー新聞社（順不同） 

50名 

県内のデザイナー、食品関連企業、６次産業化
に取り組む農業者、大学・専門学校・高校・調
理専門学校等の教諭等、中小企業支援機関 

申込方法 

参加対象 

定 員 無 料 

日 時 

会 場 

参 加 費 

平成28年10月14日(金) 

宮崎県工業技術センター 大研修室 
宮崎市佐土原町東上那珂16500番地2 

申込書をFAXまたはEmailで送信してください 

申込期限 平成28年9月15日(木)から10月11日(火)まで 
(事前登録制・先着順) 

お問い合せ 

工藤 美優 氏 

宮崎県衛生管理課(食品衛生担当) 岡原 恵美 氏 主査 

主事 



みやざき農商工連携応援ファンド事業 

※個人でお申込みの場合、企業名および役職名は必要ありません。 
※いただいた個人情報は、当セミナーに関することのみ使用いたします。 

企業名                  電話 

住 所 

氏 名 

役職名 

職 種 

氏 名 

役職名 

職 種 

受講ご希望の方は参加申込書に必要事項をご記入の上、FAXまたはEメールでお申込みください。 
定員に達した時点で募集を締め切りますので予めご了承ください。 

平成28年10月11日(火) 
s-kurose@i-port.or.jp 
農商工連携推進課 黒瀬 

「食のデザイン塾」 第７回 参加申込書 

０９８５-７４-３９５0 お申込み 
FAX番号 

申込期限 

E-mail 
担 当 

新しい食品表示基準への対応と、実務上のポイント セ ミ ナ ー 

13:45～１5:55 

(公財)宮崎県産業振興機構 

講師プロフィール 

 1974年岡山県生まれ 香川大学卒業 
 食品メーカー（明星食品）勤務後、移動販売（メロンパン）開業を経て、2003年に食品安全研究所
（現株式会社ラベルバンク）を設立。 
 食品の空容器収集から始めた食品表示と安全性に関するデータの調査活動をもとに、「食品の品質情報
は見せたほうが得」をテーマとした「消費者にとって分かりやすい表示」の提案を核として、食品表示を
中心とした安全性、機能性についての企業が抱える課題解決と、品質情報管理から販売促進までの進め方
についてのサービスを提供する傍ら、講演活動を行っている。 
 主な事業では、「食品表示・規格書検査」と「規格書翻訳・管理業務」、「アレルギー等品質情報の
ウェブサイトでの情報発信と運用」、「規格書管理システムへの原材料名など食品表示用語データベース
提供」サービス等を、国内の食品製造・流通業、輸入商社、検査機関や、海外の食品製造業、検査機関な
どに提供している。 
 2013年には大日本印刷株式会社と協力し、新制度となる「食品表示基準」に向けて、生活者が望む食
品表示情報の調査を実施。生活者が求めている有用な情報に対する、最適な表現・提供方法の調査・分析
を行っている。 
【著書】 
・2014年共著 「基礎からわかる新・食品表示の法律・実務ガイドブック Food Labeling Law and  
 Practical Guidebook」（出版社：レクシスネクシスジャパン） 
【講義】 
・2009年～2014年東京農業大学生物産業学部特別講師 

FAX 
E-mail 

川合 裕之 氏 
株式会社 ラベルバンク 
代表取締役 

 今回の塾では、川合講師の特別なお計らいにより、参加者が当日お持ちになった自社製品の表示
をチェックして頂く事ができます。表示チェックを希望される参加者の方は、「表示ラベル」「配
合表（レシピー）」「原材料規格書」等を受付に提示されますようお願いいたします。 
 なお、表示チェックは多数の場合、件数を限定（当日受付の件数を講師と相談の上）いたします。
この場合「塾」参加申し込み順とさせて頂きます。・表示チェックは１商品につき２～３分・表示
と実際の整合性チェック（アレルギー、添加物等の記載漏れ、強調表示の根拠確認等）には、規格
書（配合表、原材料規格書、製造工程、分析結果等）が必要で、この場合は、チェックは１商品程
度となります。 


